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解
さ
る
べ
ま
で
」
（
《
頁
）
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
仏
る
が
、
㌧
薗
有
の
政

　
　
　
　
　
高
一
般
的
統
制
黒
影
を
有
す
る
地
域
転
置
と
し
て
の
全
罐
的
共
厨
就
　
　
治
と
政
治
類
似
の
行
掛
と
の
本
質
的
差
異
の
中
に
こ
そ
、
政
治
の
本

　
　
・
～
　
會
と
他
の
部
分
忌
寸
と
の
差
異
を
無
観
す
る
も
の
で
あ
る
貸
八
頁
）
と
　
質
は
見
出
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
つ

　
　
　
二
　
諭
ぜ
ち
れ
る
。
　
　
　
　
　
、
　
M
　
　
　
　
　
　
　
，
、
　
　
　
、
　
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
樹
立
。
分
化
が
穿
話
痢
に
存
在
し
て
い

　
　
　
　
　
　
次
に
か
よ
う
な
理
論
を
簡
軍
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
も
し
政
治
の
・
る
か
ち
ζ
ぞ
、
統
合
漁
織
豪
必
要
と
な
り
、
言
立
去
矛
盾
の
な
い

　
　
　
　
　
本
質
が
、
冨
封
立
。
分
化
を
統
合
し
て
、
一
定
の
目
的
に
協
同
せ
し
め
る
．
と
こ
ろ
に
億
政
治
が
存
廃
も
な
噌
い
と
書
う
理
論
は
正
し
い
。
し
か
し

　
　
　
　
」
蝶
介
作
尉
に
あ
る
な
ら
ば
、
’
人
は
何
故
に
か
よ
う
な
活
動
を
町
家
以
　
か
よ
づ
な
謝
立
を
統
合
す
る
媒
介
約
．
手
段
と
し
℃
、
す
な
は
ち
政
治
．

　
　
　
　
　
外
の
團
讐
論
め
て
は
な
ら
奮
の
だ
ら
う
廃
か
よ
う
蒸
器
売
の
要
漏
し
て
、
既
錘
べ
た
よ
5
に
、
國
驚
禽
龍
．
提
選
言

　　

@　

@
墾
落
源
奉
る
、
遷
喜
透
．
人
腰
越
盛
値
及
び
事
、
實
欝
馨
」
各
宵
騰
馬
築
緩
着
藩
、
隻
げ

　
　
　
・
　
構
威
の
順
列
遼
無
競
」
し
な
い
と
爵
う
こ
と
と
、
政
治
の
本
質
規
定
　
た
纏
世
家
、
指
導
者
に
よ
る
「
入
墨
的
統
含
」
叉
は
引
天
蘂
的
繍
撒
威
し
、
　
　
。

　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
き
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
あ
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
ぱ
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ゆ

　
　
　
　
　
毒
闇
に
い
か
な
る
論
理
葡
蘭
毒
性
か
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ぢ
う
簸
に
公
正
で
あ
玖
能
牽
癒
乃
法
律
諭
度
に
よ
ち
概
龍
的
統

　
　
　
　
　
か
。
氏
餐
誉
指
轟
轟
よ
う
に
、
國
養
、
薫
習
般
的
晶
群
乃
至
谷
叢
叢
」
が
墨
ザ
ら
画
馨
る
。
悲
し
國
嘩
舞

い
　
蒲
勢
を
享
笑
間
の
幾
働
響
器
多
こ
ど
覧
っ
て
、
’
「
撃
賎
民
簑
徴
は
緯
6
薬
毒
匂
う
吉
璽
む
し
姦
治
統
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@
塊
難
嘗
熱
盆
藁
葺
蒋
蓼
享
慰
σ
で
鷲
章
・
制
の
賛
震
塾
あ
鄭
器
や
箋
齪
婆
蒋
命
象
か
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じ
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ち
璽
む
彦
か
吉
な
叢
欝
欝
統
筆
力
を
も
鼠
聯
を
背
景
序
霧
笛
遜
譲
㊨
蒙
の
語
聾
露
華
る
忌
が
い
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恥
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働

　
　
　
　
　
　
、
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／
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ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
へ

　
　
　
　
・
で
き
、
法
律
・
制
度
は
政
治
の
櫨
力
張
制
朗
活
動
に
よ
つ
て
の
み
、
「

　
　
　
　
委
濁
し
5
る
毒
．
ぼ
ね
綾
ち
拳
ゆ
∀
な
は
ち
諸
驚
の
億
志
・
、

　
，
　
　
利
釜
σ
矛
盾
封
立
を
統
一
す
る
媒
介
的
手
段
以
前
に
」
か
害
．
う
な
諸

　
　
　
、
要
素
を
政
治
統
制
σ
媒
介
思
懸
友
ら
し
め
ぢ
る
営
力
的
基
礎
が
勤
そ

　
　
　
　
の
前
提
に
存
在
し
て
．
い
奔
耽
催
馨
在
、
ド
．

裾
　
　
∴
こ
庭
氏
㊨
概
念
規
定
に
蓄
磨
、
・
嬰
脚
力
を
背
景
と
し
て
」
と

　
　
　
　
言
う
要
因
は
、
・
か
よ
ヶ
な
實
力
的
墓
礎
と
み
な
さ
れ
ぬ
ぱ
な
ら
な
い

　
　
　
．
．
の
で
あ
ら
ヶ
か
。
、
し
か
る
に
、
か
よ
う
な
公
黒
総
は
、
，
政
治
a
本
質

　
　
　
　
　
　
　
に
ヘ
　
　
ノ

　
9
　
と
は
無
關
係
な
要
素
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
。
蓋
し
，
政
治
．
ぼ
、

　
　
　
　
ワ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ヒ
　
　
コ
　
ロ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
瞬
公
椹
力
を
背
景
」
覚
す
る
け
れ
ど
も
、
公
苦
力
と
ば
何
ら
直
接
的
關

　
　
　
．
係
を
も
た
な
い
し
場
後
者
は
か
ぐ
て
、
政
治
外
の
翼
翼
に
署
す
る
現

　
　
　
　
象
で
あ
る
つ
も
し
憾
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
矢
部
氏
鷹
、
政
治
㊨
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
質
に
罪
す
る
「
公
権
力
」
の
概
念
に
よ
っ
て
津
政
治
の
本
質
を
読
賜
し

　
　
　
　
よ
ケ
と
ず
る
O
ぎ
巳
言
、
詮
鉦
8
場
に
お
ち
入
る
で
あ
ら
ヶ
か
ら
で
あ

・
　
　
　
る
。
．
　
　
げ
、
．
一
　
　
～
　
｝

　
　
　
　
　
第
三
章
「
図
譲
」
の
項
に
豊
て
ば
、
氏
鶴
家
蓬
議
し
？

　
　
　
　
公
樺
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
「
政
治
學
上
の
定
，

　
　
・
，
讐
し
濃
．
幽
釜
．
最
牽
↓
て
褻
葡
な
統
制
組
鯵
寧

　
　
　
　
．
る
人
間
の
地
域
團
膿
で
あ
る
。
．
ζ
の
や
う
な
統
制
組
織
は
主
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ノ

蜘
淡
き
簗
〃
に
表
現
ざ
れ
ゑ
法
縫
禽
規
範
の
群
系
と
し
て
多
少
と

　
　
　
二
「
・
・
　
幽
・
　
欝
　
　
．
騨
、
．

白，　　　8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
サ
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

，
，
竜
固
程
と
麹
，
性
を
俘
ぴ
、
、
櫻
力
は
む
し
ろ
政
治
目
磐
鞭
っ
て
．

蔓
性
と
黒
影
を
伸
豪
か
’
8
爾
者
に
岩
で
統
制
秩
停
が

　
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
二
．
九
頁
）
。
公
椹
力
は
統
制
紺
織
の
一
面
を

L
表
現
す
る
も
の
で
み
り
、
、
，
主
権
㊨
屡
性
、
國
蒙
の
特
殊
性
で
あ
る
。

・
」
三
家
の
公
梅
力
、
警
察
諭
監
獄
帆
軍
除
ぱ
、
か
く
し
て
公
正
な
ゐ
第
，

・
三
者
糎
媒
介
的
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
實
質
的
内
傷
を
俘
ほ
奮
ギ

．
も
の
で
あ
る
っ
，
そ
れ
は
氏
の
所
謂
行
政
の
中
立
性
・
・
．
固
有
法
則
性
q
、
・

、
魂
論
に
照
署
す
る
も
の
で
あ
ら
ケ
。
，
す
な
は
ち
公
潜
力
は
國
家
主
構
・
　
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

φ
覆
で
あ
り
、
政
治
妻
至
重
機
能
で
し
か
な
越
か
ベ
ア

．
9
循
蓑
諭
理
は
さ
け
ら
れ
た
。
し
が
し
解
決
は
ま
苔
に
抽
象
的
・
超
越
、

．
飼
論
理
の
世
界
に
壽
払
て
の
み
達
成
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
、
現
賀
“

。
の
避
界
の
何
魔
に
、
肚
會
的
・
歴
史
的
必
然
か
職
ら
濁
立
し
夜
撃
力
が

　
存
在
し
え
た
で
あ
ら
う
か
。
警
察
や
財
嚢
は
↓
そ
れ
を
動
か
し
ヶ
る

’
祉
黙
黙
勢
力
の
實
力
的
支
配
に
も
と
つ
い
で
始
め
て
、
そ
の
組
織
ど
　
　
　
’

綾
能
と
を
確
立
し
う
る
に
ナ
ぎ
な
い
。
、
薔
支
配
勢
九
σ
崩
壊
は
、
公

，
一
樺
力
の
組
織
殉
機
能
の
解
燧
を
意
味
し
た
っ
公
戦
功
自
証
を
創
造
・
・

・
層
し
、
維
持
し
、
製
革
す
る
た
め
σ
、
、
個
入
や
團
膿
の
實
践
活
動
ぼ
“

吻
論
難
家
の
欝
で
は
あ
り
え
な
い
留
豊
里
、
政
治
現
象
以
外
、
，

　
、
の
何
も
の
で
も
な
い
ρ

　
口
．
現
實
の
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會
生
活
上
の
矛
盾
・
封
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か
ら
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忙
生
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出
さ
れ
冷
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，
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か
美
う
な
樹
立
棚
係
自
騰
か
ら
、
統
」
的
・
支
鯉
的
勢
力
の
源
泉
を

タ
　
　
　
　
し
ユ

　
　
　
　
　
．
く
み
と
る
〉
階
級
的
・
實
が
的
墓
礎
の
上
に
、
國
蒙
自
騰
が
創
造
老
ら

ヂ　
　
　
　
　
　
れ
、
そ
し
て
か
養
う
な
國
廉
害
悪
を
申
心
と
す
る
」
就
會
勢
力
の
封

　
　
　
　
　
　
立
抗
箏
と
そ
の
統
∴
蔓
組
織
化
の
申
に
こ
そ
政
治
の
最
も
本
質
的
要

　
　
　
　
　
　
素
が
見
雌
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
隠
一
　
　
・
、
　
詰

　
　
　
隔
　
　
　
ま
た
政
治
が
、
証
ハ
鼠
口
釣
の
實
現
を
す
る
た
勢
に
機
能
す
る
と
讐
R

　
　
　
　
　
　
う
と
と
は
、
ド
致
治
を
調
和
。
協
調
。
蓮
帯
の
技
術
…
的
機
能
た
ら
し
め
る

　
　
　
　
　
．
む
の
で
あ
る
。
現
代
恥
家
の
課
題
の
解
決
に
』
道
義
と
科
學
に
基
い

　
　
・
　
　
　
潅
熱
帯
と
協
同
達
似
て
す
る
姪
か
は
な
い
」
み
一
q
O
耳
）
乏
言
は
る

　
　
　
　
　
　
れ
、
共
同
生
活
の
蓮
帯
と
調
和
を
優
先
的
た
考
へ
、
「
國
家
団
力
へ
の

　
　
　
　
　
　
参
與
』
を
重
出
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